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ご利用者の皆様 

2026 年 2 月 2 日 

一般財団法人 日本冷媒・環境保全機構 

 

 

◆◆◆ 冷媒管理システム RaMS 機能追加、修正のご紹介 ◆◆◆ 

 

日頃より冷媒管理システム RaMS をご利用いただき、誠にありがとうございます。 

RaMS を更に使い易くするために、今回追加・修正した機能について簡単にご紹介します。 

 

１．【予告】ログブックの新規作成費用を改定します。（本年 4 月 1 日より） 

 

 平素より JRECO 冷媒管理システム RaMS をご利用いただき、誠にありがとうございます。 

さて本年 4 月 1 日より、点検・整備記録簿（ログブック）の新規作成に関する費用について 

下記の通り改定をさせていただきます。 

皆さまには大変ご迷惑をお掛けいたしますが、何卒ご了承願います。 

※その他のご利用料金に変更はありません。 

 
 

 

 

 

 

関連ページ https://www.jreco.or.jp/data/price_202604.pdf 

 

 

２．新規「事業所登録」時のログブック自動更新をデフォルト設定としました（管理者） 

 

 新規に管理者・廃棄者（統括部署は除く）として事業所登録を行う際、ログブック自動更新 

のデフォルト設定が無効から有効に変わりました。また、有効の状態で「確認画面へ」を 

クリックすると、確認画面が表示されるように変更しました。 

 ※ログブック自動更新を設定しない場合、「☑自動更新する」のチェックを外してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

点検・整備記録簿（ログブック）新規作成費用（機器管理番号発行） 

 

〔改定前：2026.3.31 まで〕   〔改定後：2026.4.1 以降〕 

・機器管理番号シール        税抜 600 円（税込\660）  →  税抜 660 円（税込 726 円） 

・システム自動採番（番号のみ）   税抜 500 円（税込\550）  →  税抜 550 円（税込 605 円） 
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３．管理者・廃棄者 統括部署（事業者コード：Y コード）によるログブック自動更新の 

一括設定が可能となりました 

 

 メインメニューの「統括組織一覧」より、統括関係である管理者・廃棄者のログブック自動

更新設定を変更できるようにしました。階層３（本社など）と階層２（支社など）の統括部

署では操作方法に相違がある点と、最後に「決定」ボタンにて自動更新設定の変更が反映さ

れる点にご留意ください。 

 

１）３階層目の統括部署（Y コード・本社など）の例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・チェックボックス：ページ表示時、各 1 階層目（H コード・事業所）の自動更新が有効の 

場合は☑、無効の場合は☐で表示される。個々のチェックボックスを 

クリックすることで各１階層ごとに自動更新の設定切替が行える。 

 

・全てにチェック ：欄外のボタン（①のボタン）をクリックすると、すべての１階層目を 

一括で、[自動更新]☑に切替える。元々のチェックの有無関係なく、 

全てを☑に切替える。 

２階層目にある「全てチェック」（②のボタン）については、切替対象 

が統括関係にある１階層目のみとなる。（何度クリックしても全ての 

チェックボックスを☑に切り替えるのみ） 

 

・決定        ：自動更新のチェック操作が完了後、こちらをクリックすると確認画 

面（ポップアップ）が表示、確認画面内の「OK」をクリックすると、

すべての１階層に自動更新のチェックの通りに設定が反映される。 
 

① 

② 
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２）２階層目の統括部署（Y コード・支社など）の例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・チェックボックス：ページ表示時、各 1 階層目（H コード・事業所）の自動更新が有効の 

場合は☑、無効の場合は☐で表示される。個々のチェックボックスを 

クリックすることで各１階層ごとに自動更新の設定切替が行える。 

 

・全てにチェック ：クリックすると１階層目を一括で、[自動更新]☑に切替える。元々の 

チェックの有無関係なく、全てを☑に切替える。（何度クリックしても、 

全てのチェックボックスを☑に切り替えるのみ） 

 

・決定       ：自動更新のチェック操作が完了後、こちらをクリックすると確認画面 

（ポップアップ）が表示、確認画面内の「OK」をクリックすると、 

すべての１階層に自動更新のチェックの通りに設定が反映される。 

 

 

 

－以上－ 


